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研究要旨 

 脳死臓器移植発展の為には、臓器提供数が増加するためのドナーアクションや医療従事

者、市民への啓蒙・教育が必要であるが、同時に現時点で限られているドナーからの提供

臓器を可能な限り有効活用した、質の高い臓器移植を施行する事が重要である。ドナー手

術における臓器摘出に習熟した外科医の拡充は今後の脳死臓器移植の発展に大きく寄与す

ると思われるが、いまだ脳死下臓器提供数が他移植医療先進国と比して著明に少ない本邦

では、ドナー手術を実地での経験から習熟する機会は限られているのが現状である。その

解決策として e-ラーニングの導入を行うべく、研究・開発を行った。人間工学に基づいた

3D アニメーションを作成し、手術の手順やコツなどについてナレーション、テキストを加

えて、わかりやすい講義形式での e-ラーニングの作成を行った。肝臓摘出に関するコンテ

ンツは完成し、今後、他臓器に関するコンテンツを加えて、統合していく予定である。

 

Ａ．研究目的  

 脳死下臓器移植における、ドナーからの臓

器摘出手術の標準化を目指した、e-ラーニン

グを用いた教育システムを確立する。 

 

Ｂ．研究方法  

 研究代表者らが、現在までに施行した大動

物を用いたシミュレーションの際に指導し

た手技、講義内容をベースにして、よりわか

りやすい e-ラーニングとなるように人間工

学に基づいたアニメーションを加えたコン

テンツを作成した。 

倫理的に特に問題となる点はない。 

 

Ｃ．研究結果  

 e-ラーニングは人間工学に基づいたアニ

メーションとテキスト、ナレーションによる

講義形式としとし、共通の手技と摘出臓器

各々の手技をカテゴリーにわけて作成する

こととした。e-ラーニング受講者が、実際の

手術をイメージしやすいプログラムとなる

よう、手術の流れに沿ったテキスト、スライ

ド作成を行った。より内容を把握しやすいよ



うに、プログラム用のナレーションを作成し

た。アニメーションは早稲田大学河合教授ら

と共に作成し、実際の手技の細かい点まで再

現されたクオリティにて完成している。現段

階では、共通の手技と肝単独摘出の分野が、

ナレーション、テキストが加わり、完成して

いる。 

 

D．考察 

  e-ラーニングは、24 時間いつでもアク

セス可能な教育システムであり、自分のペー

スで何度でも学ぶことができる。最新の情報

を update でき、更に双方向のプログラムを

組み込む事が可能であり、ドナー手術標準化

に向けた教育システムの中心となりうる有

用なツールであると思われ、今後、全臓器の

e-ラーニングの完成を目指している。e-ラー

ニングにより、本邦における脳死ドナー手術

の標準化が期待される。 

 

E．結論  

 脳死下臓器移植における、ドナーからの臓

器摘出手術の標準化を目指した教育システ

ム確立に向けて、その大きな柱となる e-ラー

ニングの準備が整ってきている。 
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